
ユネスコスクール北海道・
東北ブロック大会
１．概要

コロナウイルス感染症（Covid-19）の影響で、学校現場における実験、観察、調査
を主体とする課題解決・探究型学習の推進に大きな困難を抱えている。一方で、
SDGs3における「感染症の克服」をはじめとする地球的な課題に向けた児童生徒の
探究意欲は高まっている。成果発表や交流の場が著しく制約されている児童生徒に
向けて、研究発表と交流の場を提供するとともに、ユネスコスクール以外の学校に
向けた先進的な教育的手法の実践を行うユネスコスクールとしての活動の意義を示
したい。

２．目的

①『UNESCO Associated Schools Network –Guide for Members』や新学習指導要
領をふまえ、ユネスコスクールの意義・役割の理解促進をはかる。②積極的な取組
みを行っている他校の生徒の研究活動に刺激を受け児童生徒と教員が変容をめざす。
③ユネスコスクールに新規に加盟を希望する学校がすでに十分活動している学校か
ら情報提供を受け自律的に活動できるようになる。 ④本大会にはESD/SDGsのリ
ソース提供団体教育関係者（大学、NPO、企業等）も参加するので、それらの団体
と連携をとりながら今後の地域での活動に役立てる。

３．日時 令和２年１１月２日（月）

４．主催 文部科学省 宮城教育大学



＜開会行事＞ 

＜児童生徒発表＞ 

発表時間 発表校名 タイトル 発表者 発表方法 

13:40～13:52 宮城県気仙沼市立面瀬小学校 守ろう　作ろう　グレート・オモトープ 面瀬小学校6年生 ZOOM参加 

13:54～14:06 宮城県気仙沼市立鹿折小学校 鹿折小学校 小さなユネスコ隊 半沢和奏・高田咲希 

小野寺晄里・金野映 

会場参加 

14:08～14:20 宮城県気仙沼市立階上中学校 「伝承」  

～東日本大震災の教訓を次の世代へ～ 

小野寺夏実・武藤栞奈 

及川亜彩・熊谷花音 

ZOOM参加 

14:22～14:34 福島県只見町立只見中学校 世界と只見を結ぶ中学生の活動が町の結（ゆい）

を強くする 

山本愛佳 会場参加 

14:36～14:48 福島県立安達高等学校 食べ残しは罪 山見坂琴子・鳥谷彩華 

遊佐喬果・鈴木愛菜 

梅津大輝・遠藤結輝 

会場参加 

14:50～15:02 宮城県仙台第三高等学校 照明光色が及ぼす心理的・生理的影響 小山瑞生・畔柳直旺 

清野晃矢・高橋俊哉・根本悠世 

ZOOM参加 

15:04～15:16 山形県立加茂水産高等学校 気候変動・地球温暖化と庄内の海 澤木幹太 藤井詩紋 会場参加 

15:18～15:30 青森県八戸聖ウルスラ学院高

等学校 

心も身体も健康に～多文化共生を進め、すべて

の子どもたちを守る～ 

工藤美陽・豊川雛乃・豊川巴良 

小林みちる・小野寺智香 

タウロ・アンドリュー・ジュリア

ン 

ZOOM参加 

13:00～13:10 開会挨拶：主催者 宮城教育大学副学長 前田順一 主催者 文部科学省 国際統括官付補佐 堀尾多香  

13:10～13:40 ユネスコスクール・地球的課題研修会

一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT） 

ダイバーシティ・ファシリテーター 木村大輔氏 



＜教員発表＞ 

15:30～15:42 宮城県気仙沼市立階上小学校 

 

「豊かな海 気仙沼」見つめよう 考えよう 気

仙沼の水産業 学校・地域教材の特性を生かし

た海洋教育の実践 

熊谷信彦 会場参加 

15:44～15:56 気仙沼市立階上中学校 

 

階上中学校の防災学習～地域と連携した『自

助・共助』と東日本大震災の『伝承』～ 

大野実紗 ZOOM参加 

15:58～16:10 宮城県多賀城高等学校                    〜本校とインドネシア・サンタローレンシア校

との交流を通して国際協働型プロジェクト学

習〜  

佐藤智広・菅原淳史 会場参加 

16:12～16:24 青森県立八戸北高等学校 

 

青森県立八戸北高校の総合的な探究の時間 川越淳智 ZOOM参加 

16:26～16:38 北海道標津高等学校 

 

小規模校だからこそできる町とつながるユネ

スコ活動〜町とともに探究活動・特別活動を活

性化する取り組み事例〜 

鈴木祐二 会場参加 

 

＜閉会行事＞ 

 

 

 

 

16:50 表彰式 

ユネスコスクール北海道・東北ブロック大会実践大賞の発表 

児童生徒のポスター発表優秀校の発表及び講評 

17:00 閉会 



20２０年11月2日

木村 大輔
一般社団法人 グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）

グローバル教育プロデューサー

ダイバーシティ・ファシリテーター

調査・研究統括

２０２０年度
第2回 ユネスコスクール東北大会

『東北から世界とつながる意味』



木村 大輔
・GiFT グローバル教育プロデューサー／調査・研究統括

・明治学院大学 国際学部 非常勤講師

・ユネスコ 「変容を促す教育」「革新的なスクールリーダーシップ」会議

・アジアソサエティ 「２１世紀型能力」研究プロジェクト日本代表

・広島県 『WWLコンソーシアム構築事業』海外交流アドバイザー

<ボランティア活動>

・青森県青年国際交流機構 元会長
・現代ビジネス「オックスブリッジの流儀」連載 委員

<略歴>
青森県弘前一中⇨県立弘前高等学校⇨日本大学文理学部
（ケンブリッジ大学留学）⇨オックスフォード大学院外交政策修士課程
⇨オーストラリア国立大学公共政策大学院

• 国立青少年教育振興機構
• 日興シティグループ証券（元日興ソロモンブラザーズ証券）
• BNPパリバ証券
• 内閣府青年国際交流事業プログラムコーディネーター
• 国連開発計画（UNDP）移民難民・気候変動コンサルタント
• 青森県庁から現在

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
23の時に英語を勉強し
２４で留学、２８で大学院
人よりも3年以上遅れていたけど、今ここまできた



木村大輔のこれまで

今
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高校生〜大学生の自分

今の自分は

『教育』を通じて世界を変える地球市民

• 自信がない、役立たず
⇨自分の成功ばかり考えていた

• 他人の一面だけ見てジャッジ

• ザ・『井の中の蛙』

• 人に心を開かない
ひとりぼっち

• 誰かのために頑張るのが
一番のモチベーション

• 頑張れば自分たちで
社会を動かせる自信

• 内定取消→仲間からもらう
チャンスに感謝

• ✖何になる

⇨○何を成し遂げる

• 個人の夢⇨社会の中の自分

インドの
ストリート
チルドレン

⬇

• 自分と社会を切り離していた

大学院留学
人との出会い
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一般社団法人 グローバル教育推進プロジェクト
（Global Incubation & Fostering Talents/ 略称：GiFT）
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教育

世界の分断化を軽減するグローバルシチズンシップ教育

39

動機
性格
倫理観
価値観

個人特性

態度・行動

Technology supports new educational goals and methods 

スキル

知識

リテラシー

ICT

Sustainability/ Sustainable societyGlobal awareness/ Global Citizenship

グローバルシチズン教育 持続可能な開発のための教育
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ラオス・ビエンチャン

カンボジア・プノンペン

インドネシア・バリ

ブータン・パロ

マレーシア・クチン

フィリピン・セブ

シンガポール

SDGsの当事者とともに学ぶ海外研修
出会った世界中の仲間と、変化を創る仕事を

Diversity Voyage：７カ国で実施
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オンラインの実施
家からでも社会に貢献する機会がある
Diversity Voyage Online (2020〜)

アジア７カ国の学生

２４名とともに

臨時休校中の子供たち

に向けて

・世界とつながる楽しさ

・利他の精神

・地球規模課題について学ぶ機会

• 大阪、青森とマレーシアを繋いで
多文化共生について考える）
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Think globally, act locally？

Think Global
Act Global
Think Local 
Act Global

Think Local 
Act Local

Think nothing
Act nothing

Think Global 
Act local

東北だから
離れているから
機会がないから
ロールモデルがいないから
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KEEP YOUR EYES ON…
GiFTのFacebookページ

https://www.facebook.com/J.GiFTproject

いいね！を押して、
最新の情報を常にチェック！



https://hokkaidotohokuaspnet.com/

ユネスコスクール北海道・東北ブロック大会 –
Transformative Action for 2030 
(hokkaidotohokuaspnet.com)

https://hokkaidotohokuaspnet.com/
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